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〇淡黃あつもりさう（檜山庫三） 

通常美シィ紫紅色ノ花ノ哄クあつも9さう二_二淡黄花品ガアル0花蓋ノ脈マデ凡テ淡 
黃デァツテ、甲斐与ジ峠ノ產デ、ァル0生育地二於テハ紫紅花品トノ間二色ノ連絡务認メラ 
レルガ、白花あつも9さ5トノ間ニハ、コノ連絡ガ未ダ認メラレヌ樣デアル。餘事ナガラ 
コノしろばなあつもりさう二紛ハシイ名二しろばなあつもりガアル。後者ハ Cypripedium 
guttatum ( var . horeanum ) デ全然別者デァル 0 帝國大學植物園目錄（1887)ニアルしる 
ばなあつも5さうハ何種ヲ指スモノカ筆者ニハ不明0 

ほていあつも！？ニモ淡黃花品 （ C. rebunense Kudo) ガアルガ、花色ハ恐ラクあつも 9 
♦さうノ淡黃花品卜同樣デハナイカト思ハレルフシガア吵〇又中井博士 ノォ說デ:ハ大陸ノ 
Cypripedium manchuricum Stapf ハあつも？）さうノ綠花品ノ由デアルガ、ソノ綠色ノ程 
度如何ニョツテハ、ココニ云フうすきあつもりさう二餘程類似シテ來ルモノ 1 、思ハレル 0 
あつもりさうノ學名二最近中井博士ハ奴 w Thwibergii Bl . ヲ採用サレタ〇コ 
ノ古イ名ガアルニモ拘ラズ、 Eolfe ガ C. speciosum ヲ書イテ以來、多クノ人ガ Eolfe / 
名ヲ採用シタト云フノモ、 C. Tlmnlergii ノ正體ガ佘リ明瞭デナカツタ爲メト見ヱル。 
Schleoho^r if C. Thuivbergii 二！！シ、 ，， D:ie Art ist entscMedeu uoch aufzuklaren 111 id 
es wird Auf gabe der japanischen Sammler sein, die Frage der Yerschiedenheit dieser 
Spezies von C. speciosv/m Eolfe zu 15seru” (in Fedke, Eepert. Beih. Bel. 4, p. 84.)-— 
モアトモ Schlechtmi ハ出典ヲ誤記シテ 4 ルガート云ツテヰルコトハ面白イ。し 

Cypripedium Thunoergn Blume ， Orch. Arch. Ind. p.169 (1858); Nakai in 
Journ. Jap. Bot. XVI. p. 63 (1940); Making , Ill. FI. Nipp. p. 705, t. 2114 (1940,)— 
Syn. Cypripedium speciosum Eolfe in Kew Bull. p. 207 (1911). 

forma flavidum Hiyama , nov . f . 

Floribus flavidis a typo diversa . 

Nom . Jap. Usuia-atumoriso. 

Hab. , Honsyu : Prov. Kai. Mt. Mitutoge (leg. Kozo Hiyama^ June 10 ， 1934 ャ 
in Herb. Tokyo Sci. Mus.). (Kozo Hi yam a) 

o パラオ 群島ノ椰子類其他ノ土名及ビ和名(津山尙） 

我南洋群烏 V 南西端二位置シ、 マレーシア ニ最モ近クアツテ群烏中デー番ソノ フローラ 
ノ豐富ナコトヲ誇リ顏ナル パラォ 群島ニハ、やし科植物モ最モ多ク、ソレ等ハ、 Cocos 
nucifera Linnaeus , Areca Catechu Linnaeus , Nypa fruticans Wuemb , Glubiovsis 
palauensis Beccari ^ Heterospathe palauensis Beccari , Pseudopinanga insignis Bur - 
ret ， Ponapea palauensis Kanehira ノ各種デ、アル〇コレラノ中、_岸ノ砂地生ノここや 
しハ多ク栽培サレ、烏民ノ生活上必要缺クべカラザルモノデアル。びんろうノ杲實ハ、烏民 
ガ石灰粉卜きんまノ葉卜共二嚙ンデ、嗜好料トスル0コノモノハ時二野生化シタモノガ見 
ラレルニ過ギナイ 〇 紅樹林帶ノ泥中二幹 ヲ撗へ テ繁殖スルにっぱやしモ又時ニハ栽培サレ 
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ルコトガアリ、島民ノ家ノ屋根葺用トシテ、又手提籠等ヲ作ルノニ用ヒラレル 。 GluUopsis 
palauensis ハ パラオ 獨特ノ石灰岩烏ノ頂上ノ風通シノ炱イ所デ、土等ハアマリナク、•乾燥 
ジタ所二生育ス a ヤヤ小型ノ椰子デ、花序ノ分枝ハ先端ノ方デ、ハ分レズ ニ 平行シデ垂下 
シ、橢圓形體ノ果實アッケル 0 Beterospathe palauensis ノヽ上ノ種卜大體同_ ノ所二生エ 
ルガ、ャヤ下方ノ風當リノ弱イ所二生育シ、ヨリ大型デアル。花序モ又大キク擴ガリ、先 
端二近イ所迄分枝シ、圓イ果實ヲッケル。 Psewl ひ餅 insignis ハ陰濕ナ原生林中二生 
ジ、.上ノ .2 者ノソレヨリ大型デ尖ツタ赤イ果實ヲ多數、羽狀二分枝シテ垂下スルヤ'ヤ太目 
ノ花序ノ分枝ノ上二、二歹!Iニッケル 0 最後ノ 3者ハ何等用途ガナイ 0 Ponapea palauensis 

ハ最モ新シイ發見デアツテ九極ク稀ナモノト思ハレル0コノモノニ就テハココニ觸レナイ 
デオタ.。以上ノ植物ノ學名ハ最近迄 二 種々遷變シタガ、今ハ上ノ樣二落着シタ（金平亮三 
博士. ノ「 ミクロネシヤ ノ椰子」其一，其二.—本誌12卷9-：10號ヲ參照)〇サテ今ハ學名デ、 
ナク、鳥民ガ如何ナル名前デコレラヲ呼ンデヰルカヲ調ぺテ表ニシテ見ヨウ0 

(1) Cocos nucifera : lius (W, K， 律）， nius. (金）， aryus (吉) 

(2) Areca Catechu : buoch, buuch (W), poo-a-ak (M Cl), buog (K)，b 各 u (津 ) 3 bu 
(吉)，(吉)，ァボーク(金） 

(3) Nypa fruticans : toechel (W)，toekel (Kub), tevegel (K)，toyel (金）， toye 
el (律）， toyghal/ (律），トエル（金） 

(4) Glubioysis palauensis : chasebuuch (W), gasebuog (K), liesibouch (土）， as bo 
(金）， esbu (津），アスボ-(金).， bugelangererak (Led) 

(o； Heterospathe palauensis : demaiiei, demailei(K), domaile (金)， aomaii’ei (律〉. 
(6) Pseudopinangu insignis•• chebouch (W), gaboug (K), akaboek (金）， akab6k 
(律）， eb6u ( 津），アカボーク（金) 

〔註，太字ハ小生流ノ寫音〆標準トシテ定メタモノ、又ハソレニー致シタ他ノ人ノ寫音0 
括弧中ハ引用シタ寫音ノ著者ヲ示.ス〇 W: Walleser (Palao Worterbuch, 191 3), K: 
Kraemer (Palau in Thilenius : Ergebmsse der Sudsee-Expeditioil, II jflthnographie 
B. Mikronesien Bd. 3,1929), Kxjb ： Kubaby (Ethnographisclie Beitrage zur 
Kenntiiiss des Karolinen-Archipels, 1895) Led ： Lebermann (in Beccari^ Neue 
Palmen Mieronesiens in Engler, Bot. Jahrb. 59,1923)，M Cl : McCLEiiu (Kraemer 
ノ書ニヨル），金：金平亮三（南洋群鳥植物誌，1933及ビ An Enumeration of Micronesian 
Plants, 1935)， 吉：吉野剛（南洋地方栽培植物——科學南洋2卷，3號, 1940) ，土： 土方 
久功（南洋廳囑託、同氏ノロヨリ聞ク〇)，津：’津山尙（烏民ノロヨリ聞ク〇)〇〕 

• コウシテ集んテ見ルト土名ノ寫音ハ各人 各樣 デ、コノ中ノ何レガ最モ眞二近イモノデア 
ルノカ取捨二困ルコトヲ發見 スル 〇コノ樣ナコト ニナ ル原因 ハ大體2 通リ考 ヘラ レル0第 
一ニハ、 ハ。 ラオ 語 ニハ 無聲ノ子音ャ、鼻音ガ多イノデ寫音ガ非常二困難デアルコトデアル。 
例へ バ獨 乙語ノ cli 音二似夕子音二就テ貢フト、 W ハ ch 卜書キ、 K ハ g 卜書キ、 Kxtb 
ハと 卜書キ、金、 津ハソレ ヲ全ク聞 キ落ス カ又 ハ k 卜聞イキル0第ニ ニ ハ、文法二關スル 
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コト.デアル。ノ:'。ラオ語 ニ ノ、 ： t 二初マ.ル名詞ハーツモナイ.〇ソシテ a ナル冠詞ガ大埤ノ名、 
詞ノ前二付ケラレン•レ 0 コノ 2■ッノコトヲ頭二入レテ讀ムト、一見何ノ關係モナイ樣二見エ. 
ル上ノ各ノ 土名ノ間二連絡が附ク〇例へバ (6) > akaboek カラ冠詞 a ヲトレバ chebouch , 
gaboug 1 ■ニナリ、ユレラノ最初ノ子音ガ脫落スレバ ebou - ナル.コトガ判; 1 レ 0 パラオ語デ ' 
ハ濁音ハ完全デナイカラ ch ヲ k 卜聞ク人ハ、當然又 g 卜聞クコトガ出來ル0同樣二 （1) 
ノ ai . yfts ハ. ryiis デ'アリ、1卜 r ヲ區別シナイ人ニハ .lius ■トノ差ガ無クナル 0 上ノ說明 
デ、連絡ノ’付カナイノハ ’（4) ノ bugelangererak ( Led ) / ミデ、アル 〇コレ ハ或ハ聞キ間違 
/ヒカ、又ハ極一部ノミデ行ハレテヰル名稱デアラウト思ハレル。 

コレ等 デ判ル樣二、土名ヲ正シク寫シ、統ーシ方法 デ 表示スルコト ス ナカナカ 困難 ノ業 
デアル 0 Walleser ハ 長クパ ラオニ 滯在シタ宣敎 師デアルガ、ソノ 辭書 ノ中デハ 植物ノ名 
ハ極 ク簡單 二、 喬木 トカ 灌木 トカ說 明 シテヰ ル ニ過ギナイ。 時二. ハ 植物 ヲ知ラナ イタ. メニ 
大年ナ 間違 ヲンテ斗 ルコ トガ アル。 例へ ハ *、. 上ノ chaseMucli ( W ) ノ 、 Pandanus ノー" 種 
デアルト言ッテヰル。 Kbaemer モ元來ガ 土俗 學者デアルシ、 Kubaey ヤ McCleur ■ヤ 
Ledeemann モ亦植物 學者デハナイ。ソ レ故 ニ ソノ 鑑定 ハ 全然間違 ッテ斗 ルコト ガ 多イ。 

コ ウ言フ人々ノ寫音ヲー ッーッ集メテ 正シイ學名二當 テルノノ、、 .寫音ガ互二甚夕 、、シク異ル 
ノデ、 大イ ニ 苦心 ヲ要ズル 0 

一方本格的ノ 植物 學者ハ土名7 在 程重要視シテキナイノデ、、ソノ 蒐集ハ 多少 氣紛レ デ、ア 
ルゴトヲ免レズ、統ーシタ方法ニヨル寫音ハ未ダ試ミラレテ斗ナイ。金平敎授ハ Pseudo- 
pinanga insignis =對シテ、土名カラ採用シテ、あかぼうくやし卜命名サ レタ。 又同樣二 
南洋群島植物誌ノ中デ’他ノ多 タノ 植物ニ ッイ テ I 、 土名ヲトッテ.假名書トシテ、和名二準ジテ 
用ヒラ レタ。 實際、 Pseudopinanga insignis 二對スル眞ノ寫音 ハ cliebouch 二近イモノ 
デ■アル 0 シカ.シコレトテモ音韻學的 二'ドノ 程度迄正シイカ 疑問 デアル。ココデ如何 二 . 寫音 
ガ 困難 デ、ア)ルカヲ示スタメ ニ、 南洋群 烏 植物誌中ノニ三ノ例ヲ當ッテ見ヨウ。エルトート 
及ビカルタギット (Pandanus aimiriilciensis) ■ハ共二 chertocliot 二歸スルコトガ出來ル 

入.…. 

シ、グリチン:及ビアガ V チン ( 户似初似イ从肌 glaberrimum ) ハ共二 charitem 二歸スルコ 
トガ出來ル。又すンゴール (PandanUs tectorius ) ハ實ハ鼻音ヲ含ンダ chongor デアル 
アムクラ ー / レ (Horsfieldia amUaal ) ハ實ハ chamaklachel デアル\パラオノ 內地入ハ 
カ マクラ ト 俗稱シテ牛ルガ、コノ寫眘ニヨッテアムクラールト連絡ガ付クハカドフ。スング 
(Crataeva speciosa ) 及ビアダフ。スングエルケツト (Ormosia calavensis) ハ夫々 
chadebsungel 及ビ chMebsimgel 1 ked (卽チ秃山ノ Crataeva ノ意）デ、互=連絡ガア 
ルコトガ穿 JJ ルシ、 ブラス (pterocarpus palau.ensis') ハ las (血ノ意)二冠詞ガ着イタモノ 
デ.、樹皮ヲ傷ケタトキニ血赤色ノ液ヲ出スコト ニ .由來シテ牛ルコトガ判ル。又ケラルム 
(Campnosperma . brevipetiolata) ノ、 . kel 61 a charm 皂 p チ「鳥ノ輿」ナル意ヲ有スル。 

オ エス 及ビ アカ ウ 、エス (Rhus taitensis ) ハ共二 chaues デ アル〇アンムイ (JJrandra 
ammui ) ハ實ハ ngmui 二 冠詞 a ノッ イタ モノデアル。カラ ビオブ (AJphitonia philippic 
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nensis ). ハ實ハ chalebfob デアルシ、アビブック又ハエベッブ. (Heritiera littoralis ) ハ 
實ハ chabibech デアル〇オゴルドヴイーサク (^Ochrocarpus cxcelsus ) ^ chodeblsech 
デアル。.ケゲ、カッ、’ (Lumnitsera littorea ) ノ、實ハ mekekad デ痒イト言フ意デ'、■ソノ裏二 
ノ、更二狼裹ナ意ガ隱サレテヰル。メセグイ (Astronidium palawensf }') ■ 夕、 mesegui デアッ 
テ gui 卽チ matagui (Melastoma polyanthum ) 二似テ非チルモノ：ノ意デア.ル 0 コレノ、 
恰モ Canarium palaw 67 isc ヲ mesechaues 卜言ッテ. chaues 卽チ Elms taitensis 二似 
テ非ナルコ1、ヲ示シテヰルノト同樣デアル。力■マリド，カマリダッカ ( Cerbera . Manghas ) 
ハ chamerideeh . デアル 0 エレ n イ ( Muss_amda scvicm ') ハ實ハ charecheroi デ.他二 
ger'regeroi ( K ) gargoroy ( Ktjb ) 卜綴ル 人 モアル〇コノ樣ナ 例 ヲ擧ゲレバ 際限 ガナイガ、 
今ーッ外國人ニヨル例ヲ附ケ加へ ヨウ。 Ceiba pentandra 及ビ Gmelina elliptica ハパラ 
オデ、,ハ kalngabard 卜言 ハレル。 コ レハ 「西方 ノ J (或 ハパラオ=トッテ昔ハ 西方 ガ 唯一 
ノ外國卜考へ ラレ タガ故二「外 國ノ」 トナ ル〇) 「樹木」卜言 フ意デアル。コレヲ McCleur 
ハ a-kulb ne - par-reth 卜綴ッテ ヰ ル 0 ソノ 寫音 法ノ差 ノ大キ イノ 三一寸驚 カサレル程デア 
ル 〇ココ デ—寸注意 シ ナケレ バナ ラナイノハ.、パラオ語ノ d ハ 英語 ノ tli (時ニヨリ8 又 
ハ 0 トナル〇)= 弗 常二 近 イコトデアル 0 kerdiMs (Eleocharis dulcis ) , btioeh (Areca 
catechu ) ヲ McCleur ノ、夫々英人ラ シク cur - the - kiss , poo - a-ak 卜書イタ。 コレラノ多ク 
ノ實例 ヵ ラシテ、土名ヲ假名書 トシ テ和名二準ジテ 用ヒ、 特二和名ヲ設ヶテ ナイ 方法 ハヵ 
ナリノ 困難ヲ伴フ コト ガ判ル。特=我ガ南洋群鳥ど於テ ハ 日本人 ノ数ガ 旣二島民ヲ凌駕 シ 
ヰル狀態 デ ァルヵラ、 南洋 ノ 植物ニ ッイ テ、土.名ト ハ 全然別個二日本式二〔大和 ブ リニ） 名 
.ヲ定 メル 方ガ無難 デ、アルト 思フ〇 

植物ノ 土名ノ嚴密ナ意味ノ寫音ハー先ダ言語學者ノ將來ノ硏究二任セテ置ヶバヨイト思 
フガ、近似的ナ寫音デ實用ニナル程度ノ土名；1；集ハ勿論非常二重要デアル。卜言フノハ彼等 
鳥民ハ所謂,厂文化生活」ヲ營ンデ、4ル日本人トハ違ッテ、今モ尙野生植物ヲ生活ノ必需品卜 
シテ居、ソレニ對スル正確士知識ナシ=ハ劣敗者トナルコトヲ免レナイ。彼等ガソレニ親 
シミ、ソレヲ利用シ得ル程度ハ到底丈明人ノ思ヒモ及バナイ所迄達シテヰル樣デアル。其 
故彼等ノ植物二對スル、特ニソノ用不用又ハ役向ニヨッテ區別スル知識ヲ利用スレバ、植物 
分類學者卜言へドモ重要ナ示唆ヲ受ケズニハ居ラレナイコトハ疑ヒナイ。ソレデ、土名ヲ調 
ベタ完全ナ リスト ガ出來テ居レバ、現地ノ日本人ハソレニヨッテ、 E シイ學名ヲ知リ得ル 
シ、又植物學者ガ現地ヲ採集スルトキニハ土名ヲ以ッテ命ジテ、任意ノ植物ヲ取ッテ來サセ 
ルコトガ出來ルデアラウ。又土名ノ分析ニヨッテ、輸入經路ヲ知リ得ルシ、言語學ャ土俗學 
ノ方面ノ資料ニモナル。コレハ マリアナ ノ之土:^語ノ 土名ヲ蒐集 中二 於ル小生ノ經驗 
デアルガ、土名ヲ硏究スルコトニヨッテ、未 ダー 度モ上陸シクコトノナ心グアム鳥 二、 米 
人スラモ報吿シテ斗ナイ2種ノ樹木ヲ、新タニ 確信 ヲ以ッテ 報告 出來ルコ.トニナッタ。又 
ク サイ烏 ノ 土名寬集中ニハ、苘地ノ Pandanns z — 種ノ土名ハ明カニマーシャル語デアル. 
コト カラ示唆ヲ得テ調べ テ 見タラ、コノ モノハ マー シャル 群島カラ ノ 輸入品 デ、 家ノ附近 二 
ノミ栽培サレテ食用二 供 セラレテキル コト ガ判 > 明 シタ。 i _ 
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. 大體以上 ノ樣ナ 考へニ ョツテ 小生 ノ 2闯ノ パ ラオ 群島 內ノ 旅行中二、島民 カラ 直接二聞 
イタ 土名ヲ基.トシ テ、 今迄ノ文獻ュー度デモ岀夕土名ヲ出來ル ダケ 寬集シ、一定 ノ 方法デ檩 
準= ナル 綴ヲ定メ 、コ レニ 學 名、和名ヲ對稱 サセタ 表ヲ作ツテ見夕〇 (「科 學 南洋」 第3卷第 
3號以降二 「パラ ' 才群島 ノ 植物名 J トシ テ 連載中）。 ソノ 中ニ ハ上ノ 理由二:ョ.ル多 タノ 新和 
名ヲ含 ムガ、 本項ノ初頭二述 ベタ 椰子二就 テ ハ、次ノ樣二提議 シタ。 

GluMopsis patauensis みねかぜや■し（峰風椰子） . 

Eeterospathe palauensis いはねやレ（巖根椰子）’ 

Pseudopinanga insignis あかぶさやし（赤房椰子） 



